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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　RC構造またはPC構造からなる既設道路橋の床版部に設置された既設壁高欄を撤去し、そ

の撤去面に新規のプレキャスト壁高欄を設置することにより既設壁高欄の更新を行う既設

壁高欄の急速更新工法において、前記既設壁高欄を前記床版部の床版面または床版面の近

傍で切断撤去して前記床版部に水平切断面を形成し、当該水平切断面に定着穴を開け、当

該定着穴内に棒状部材を定着して複数の後施工アンカーを前記既設道路橋の橋軸方向およ

び橋軸直角方向に所定間隔に配置し、当該各後施工アンカーに接合して複数の補強鉄筋を

配筋すると共に、当該補強鉄筋どうしをラップさせて橋軸直角方向の鉛直面内で閉合する

床版部側ループ継手を橋軸方向に所定間隔に複数形成した後、当該床版部側ループ継手の

上側に新規のプレキャスト壁高欄を配置すると共に、当該プレキャスト壁高欄の下端部に

配筋された、橋軸直角方向の鉛直面内で閉合する複数のプレキャスト壁高欄側ループ継手

を前記床版部側ループ継手と橋軸方向に交互にラップさせ、かつ前記床版部の水平切断面

と前記プレキャスト壁高欄の下端部との間に前記床版部側ループ継手および前記プレキャ

スト壁高欄側ループ継手を内包するモルタル充填空間を形成し、しかる後、前記モルタル

充填空間内に超速硬モルタルを充填することを特徴とする既設壁高欄の急速更新工法。

【請求項２】

　請求項１記載の既設壁高欄の既設壁高欄の急速更新工法において、以下の工程を含むこ

とを特徴とする既設壁高欄の急速更新工法。

(1 )前 記床版部側の切断面に複数の定着穴を橋軸方向および橋軸直角方向に所定間隔に形
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成 す る 工 程 。

( 2 )棒 状 部 材 の 先 端 部 に く さ び と 拡 径 ス リ ー ブ を 取 り 付 け 、 か つ 前 記 く さ び と 前 記 拡 径 ス

リ ー ブ を 前 記 棒 状 部 材 の 先 端 部 と 共 に 前 記 定 着 穴 に 挿 入 す る 工 程 。

( 3 )前 記 棒 状 部 材 と 前 記 定 着 穴 と の 間 に 打 込 み 治 具 を 挿 入 し 、 当 該 打 込 み 治 具 に よ っ て 前

記 拡 径 ス リ ー ブ を 打 ち 込 む こ と に よ り 前 記 拡 径 ス リ ー ブ を 拡 径 す る 工 程 。

( 4 )前 記 棒 状 部 材 と 前 記 定 着 穴 と の 間 か ら 前 記 打 込 み 治 具 を 引 き 抜 き 、 前 記 棒 状 部 材 と 前

記 定 着 穴 と の 間 に グ ラ ウ ト 材 を 充 填 す る 工 程 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 既 設 壁 高 欄 の 急 速 更 新 工 法 に お い て 、 前 記 棒 状 部 材 は 、 略 Ｌ 形

状 に 形 成 さ れ た Ｌ 形 鉄 筋 、 略 Ｕ 形 状 に 形 成 さ れ た Ｕ 形 鉄 筋 ま た は 略 円 弧 形 に 形 成 さ れ た 円

弧 形 鉄 筋 で あ り 、 そ れ 自 体 が 前 記 補 強 鉄 筋 と し て 用 い ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 既 設 壁

高 欄 の 急 速 更 新 工 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か の 既 設 壁 高 欄 の 急 速 更 新 工 法 に お い て 、 前 記 打 込 み 治 具 は 、 前

記 棒 状 部 材 が 貫 通 可 能 な 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 か つ 側 部 に 前 記 棒 状 部 材 の 湾 曲 部 を 回 避 可

能 な ス リ ッ ト が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 既 設 壁 高 欄 の 急 速 更 新 工 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か の 既 設 壁 高 欄 の 急 速 更 新 工 法 に お い て 用 い ら れ る 後 施 工 ア ン カ

ー で あ っ て 、 前 記 床 版 部 の 切 断 面 に 形 成 さ れ た 定 着 穴 内 に 設 置 さ れ る く さ び お よ び 拡 径 ス

リ ー ブ と 、 前 記 定 着 穴 内 に 挿 入 さ れ 、 前 記 拡 径 ス リ ー ブ を 貫 通 し 、 か つ 前 記 く さ び に 連 結

さ れ る 棒 状 部 材 を 備 え 、 前 記 拡 径 ス リ ー ブ は 、 前 記 定 着 穴 と 前 記 棒 状 部 材 と の 間 に 挿 入 さ

れ る 打 込 み 治 具 を 介 し て 打 ち 込 ま れ る こ と に よ り 前 記 く さ び の 外 周 面 に 沿 っ て 拡 径 す る よ

う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 後 施 工 ア ン カ ー 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 既 設 壁 高 欄 の 急 速 更 新 工 法 に 関 し 、 例 え ば 、 道 路 橋 な ど に 設 置 さ れ て い る 既 設

壁 高 欄 を プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 に 取 り 換 え る こ と に よ っ て 新 設 壁 高 欄 へ の 更 新 を 短 時 間 で か

つ 迅 速 に 行 え る よ う に し た も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 、 首 都 高 速 道 路 な ど の 橋 梁 壁 高 欄 の 補 修 は 、 既 設 壁 高 欄 を 新 規 の プ レ キ ャ ス ト 壁 高

欄 に 取 り 換 え る 方 法 に よ っ て 検 討 さ れ て い る 。 こ の 種 の 橋 梁 壁 高 欄 の 更 新 工 法 と し て 、 例

え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 既 設 道 路 橋 の 壁 高 欄 を 床 版 部 の 舗 装 面 で 切 断 し て 撤 去 し 、 そ の 切

断 面 に 新 規 の プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 を 設 置 し て 既 設 壁 高 欄 を 補 修 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 そ の 施 工 手 順 を 図 11(a)～ (d)に 基 づ い て 説 明 す る と 、

(1)最 初 に 、 既 設 道 路 橋 の 床 版 部 20の 舗 装 面 で 壁 高 欄 21を 切 断 し て 撤 去 す る (図 11(a))。 壁

高 欄 21の 切 断 に は ワ イ ヤ ー ソ ー マ シ ン 等 の カ ッ タ ー を 用 い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

(2)次 に 、 床 版 部 20側 の 切 断 面 の コ ン ク リ ー ト を 斫 っ て 、 壁 高 欄 21と 共 に 切 断 し た 床 版 部 2

0側 の 鉄 筋 の 端 部 を 切 断 面 に 突 出 さ せ る (図 11(b))。

【 ０ ０ ０ ５ 】

(3)次 に 、 床 版 部 20の 橋 軸 直 角 方 向 に 隣 接 す る 各 鉄 筋 継 手 22,22間 に 、 Ｌ 形 鉄 筋 23,23を 橋

軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内 で 矩 形 状 に 閉 合 す る ル ー プ 継 手 24を 形 成 す る よ う に 配 筋 す る と 共 に

、 各 Ｌ 形 鉄 筋 23,23の 端 部 を そ れ ぞ れ 鉄 筋 継 手 22,22に 継 手 ス リ ー ブ 25に よ っ て 接 合 す る (

図 11(c))。

【 ０ ０ ０ ６ 】

(4)次 に 、 床 版 部 20側 の 切 断 面 の 上 側 に プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 26を 設 置 す る と 共 に 、 プ レ キ
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ャ ス ト 壁 高 欄 26の 下 端 部 に 配 筋 さ れ た 、 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内 で 閉 合 す る 複 数 の ル ー プ

鉄 筋 27と 床 版 部 20側 の 切 断 面 に 形 成 さ れ た ル ー プ 継 手 24と を 橋 軸 方 向 に 交 互 に ラ ッ プ さ せ

る (図 11(d))。 ま た 、 床 版 部 20側 の 切 断 面 と プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 26の 下 端 部 と の 間 に 確 保

さ れ た 空 間 を モ ル タ ル 充 填 空 間 27と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

(5)次 に 、 モ ル タ ル 充 填 空 間 27内 に 無 収 縮 モ ル タ ル 28を 充 填 す る (図 11(d))。

特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 既 設 壁 高 欄 の 補 修 工 法 は 、 以 上 説 明 し た 施 工 手 順 で 行 わ れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 5847483号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 Ｌ 形 鉄 筋 を 接 合 す る 鉄 筋 継 手 22を 形 成 す る た め に 、 床 版 部 側 の 切 断 面 の コ ン ク リ ー ト を

斫 っ て 、 既 設 壁 高 欄 21と 共 に 切 断 し た 既 設 鉄 筋 の 床 版 部 側 の 端 部 を 切 断 面 に 突 出 さ せ る 必

要 が あ り 、 多 く の 時 間 と 労 力 を 必 要 と す る 。 ま た 、 切 断 面 の 斫 り に 伴 う 騒 音 の 発 生 や コ ン

ク リ ー ト 粉 じ ん の 飛 散 な ど に よ っ て 周 辺 環 境 や 労 働 環 境 に 悪 影 響 を も た ら す と い う 問 題 も

あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 道 路 橋 な ど に 設 置 さ れ て い る

既 設 壁 高 欄 を プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 に 取 り 換 え る こ と に よ っ て 既 設 壁 高 欄 の 更 新 を 短 時 間 で

か つ 迅 速 に 行 え る よ う に し た 既 設 壁 高 欄 の 急 速 更 新 工 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の

で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 RC構 造 ま た は PC構 造 の 既 設 道 路 橋 の 床 版 部 に 設 置 さ れ た 既 設 壁 高 欄 を 撤 去 し

、 そ の 切 断 面 に 新 規 の プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 を 設 置 し て 既 設 壁 高 欄 を 短 時 間 の う ち に 更 新 で

き る よ う に し た 既 設 壁 高 欄 の 急 速 更 新 工 法 の 発 明 で あ り 、 前 記 既 設 壁 高 欄 を 床 版 部 の 床 版

面 ま た は 床 版 面 近 傍 で 切 断 し て 撤 去 し 、 そ の 切 断 面 に 複 数 の 後 施 工 ア ン カ ー を 前 記 既 設 道

路 橋 の 橋 軸 方 向 お よ び 橋 軸 直 角 方 向 に 所 定 間 隔 お き に 設 置 し 、 当 該 各 後 施 工 ア ン カ ー に 接

合 さ れ た 補 強 鉄 筋 ど う し を ラ ッ プ さ せ て 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内 で 閉 合 す る 床 版 部 側 ル ー

プ 継 手 を 橋 軸 方 向 に 所 定 間 隔 お き に 複 数 形 成 し た 後 、 当 該 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 の 上 側 に プ

レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 を 設 置 す る と 共 に 、 当 該 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 の 下 端 部 に 配 筋 さ れ た 、 橋

軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内 で 閉 合 す る 複 数 の 壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手 を 前 記 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 と

橋 軸 方 向 に 交 互 に ラ ッ プ さ せ 、 か つ 前 記 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 と 床 版 部 と の 間 に 前 記 床 版 部

側 ル ー プ 継 手 お よ び プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手 を 内 包 す る モ ル タ ル 充 填 空 間 を 形 成

し 、 し か る 後 、 前 記 モ ル タ ル 充 填 空 間 内 に 超 速 硬 モ ル タ ル を 充 填 す る こ と を 特 徴 と す る も

の で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に お け る 後 施 工 ア ン カ ー は 、 基 本 的 に 床 版 部 の 切 断 面 に ド リ ル 等 に よ っ て 所 定 深

さ の 定 着 穴 を 開 け 、 そ の 中 に 鉄 筋 な ど か ら な る 棒 状 部 材 を 定 着 し て プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 を

固 定 す る た め の ア ン カ ー と す る も の で あ り 、 機 械 式 後 施 工 ア ン カ ー 、 接 着 式 後 施 工 ア ン カ

ー の い ず れ も 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 特 に 機 械 式 後 施 工 ア ン カ ー は 、 棒 状 部 材 の 先 端 部 に 定 着 体 を 取 り 付 け 、 当 該 定 着 体 を 定

着 穴 内 で 穴 壁 に 食 い 込 む よ う に 拡 径 さ せ る こ と で 、 棒 状 部 材 を 床 版 部 の 切 断 面 に 確 実 強 固

に 定 着 す る こ と が で き る (図 2、 3参 照 )。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 機 械 式 後 施 工 ア ン カ ー と し て は 、 例 え ば 、 （ 株 ） ミ ヤ ナ ガ 製 金 属 拡 底 式 ア ン カ ー シ ス テ
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ム 　 A NZEX（ ア ン ゼ ッ ク ス ） 等 が 適 し て い る 。 当 該 後 施 工 ア ン カ ー は 、 本 体 に ね じ 節 鉄 筋

を 用 い 、 削 孔 部 と ね じ 節 鉄 筋 と の 隙 間 に グ ラ ウ ト を 充 填 す る 金 属 拡 底 部 を 有 す る 金 属 拡 底

ア ン カ ー で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 接 着 式 後 施 工 ア ン カ ー は 、 定 着 穴 内 に 鉄 筋 な ど の 棒 状 部 材 を 挿 入 し 、 そ の 周 り に

接 着 材 を 充 填 す る こ と に よ り 、 棒 状 部 材 を 床 版 部 の 切 断 面 に 定 着 し て ア ン カ ー と す る も の

で あ る (図 省 略 )。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 後 施 工 ア ン カ ー は 、 床 版 部 の 橋 軸 方 向 お よ び 橋 軸 直 角 方 向 に そ れ ぞ れ 一 定 間 隔 お

き に 設 置 し 、 橋 軸 直 角 方 向 に は 少 な く と も ２ 本 の 後 施 工 ア ン カ ー を 設 置 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 各 後 施 工 ア ン カ ー に 補 強 鉄 筋 を 接 合 す る と 共 に 、 橋 軸 直 角 方 向 に 隣 接 す る 補 強 鉄

筋 ど う し を 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内 で 矩 形 状 、 円 弧 形 状 ま た は Ｕ 形 状 な ど の ル ー プ 形 状 に

閉 合 す る よ う に ラ ッ プ さ せ る こ と に よ り 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 を 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 橋 軸 直 角 方 向 に 隣 接 す る 各 後 施 工 ア ン カ ー 間 に 中 間 後 施 工 ア ン カ ー を 設 置 し 、 当

該 中 間 後 施 工 ア ン カ ー に 補 強 鉄 筋 を 接 合 す る と 共 に 、 当 該 補 強 鉄 筋 を 橋 軸 直 角 方 向 の 両 側

に 隣 接 す る 補 強 鉄 筋 と ラ ッ プ さ せ て 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内 で 、 複 数 の 矩 形 状 、 円 弧 形 状

ま た は Ｕ 形 状 な ど の ル ー プ 形 状 に 閉 合 す る 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 を 形 成 す る こ と が で き る (

図 6参 照 )。 こ の ル ー プ 継 手 に よ れ ば 、 橋 軸 直 角 方 向 に 複 数 の ル ー プ 継 手 を 形 成 す る こ と で

継 手 部 の 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 補 強 鉄 筋 は 、 床 版 部 と プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 と の 接 合 部 に 作 用 す る 曲 げ 荷 重 と せ ん 断 荷 重

に 備 え て 配 筋 さ れ る も の で あ り 、 例 え ば 、 略 Ｌ 形 状 に 形 成 さ れ た Ｌ 形 鉄 筋 (Ｌ 形 の 隣 り 合

う 辺 の 長 さ が 同 一 の も の 、 異 な る も の の 両 方 を 含 む (図 5(a)参 照 ))、 Ｌ 形 鉄 筋 の 一 方 の 辺

の 先 端 部 に 直 角 方 向 ま た は 斜 め 前 方 向 に 突 出 す る リ ッ プ 片 を 有 す る リ ッ プ 付 き Ｌ 形 鉄 筋 ((

図 5(b)参 照 ))、 ま た は 略 Ｕ 形 状 に 形 成 さ れ た Ｕ 形 鉄 筋 (Ｕ 形 鉄 筋 の 直 線 部 分 の 長 さ が 同 じ

も の 、 異 な る も の (図 5(c)参 照 )の 両 方 を 含 む ))、 さ ら に は 略 円 弧 形 状 に 形 成 さ れ た 円 弧 形

鉄 筋 ((図 5(d)参 照 ))等 で 、 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 や 壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手 の 形 状 な ど に 合 わ せ

て 最 適 形 状 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 な お 、 図 5(b),(c)に 図 示 す る リ ッ プ 付 き Ｌ 形 鉄 筋 と Ｕ 形 鉄 筋 は 、 先 端 部 分 (リ ッ プ 片 )を

プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手 の 形 状 に 合 せ た も の で あ り 、 ル ー プ 継 手 の 形 状 を 床 版 部

側 と 壁 高 欄 側 を 一 致 さ せ る こ と で 、 ル ー プ 継 手 と し て の 力 学 的 挙 動 を う ま く 伝 達 で き る も

の と し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 棒 状 部 材 の 上 端 部 に 補 強 鉄 筋 を 接 続 す る 方 法 と し て は 、 金 属 製 の 継 手 ス リ ー ブ を

用 い た 機 械 式 継 手 や 機 械 式 重 ね 継 手 (例 え ば 、 OSフ ー プ ク リ ッ プ 継 手 (岡 部 株 式 会 社 の 登 録

商 標 ))を 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 な お 、 図 3に 図 示 す る よ う に 、 棒 状 部 材 を 略 Ｌ 形 状 に 形 成 さ れ た Ｌ 形 鉄 筋 、 略 Ｕ 形 状 に

形 成 さ れ た Ｕ 形 鉄 筋 ま た は 略 円 弧 形 に 形 成 さ れ た 円 弧 形 鉄 筋 と 一 体 に 形 成 し て 、 そ れ 自 体

を 補 強 鉄 筋 と し て 用 い る こ と で 、 棒 状 部 材 と 補 強 鉄 筋 と の 接 合 を 省 略 す る こ と が で き 、 新

設 壁 高 欄 へ の 更 新 を よ り 短 時 間 で 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 図 3に 図 示 す る 棒 状 部 材 は ネ

ジ フ シ 鉄 筋 や 異 形 棒 鋼 な ど か ら 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 超 速 硬 モ ル タ ル と し て は 、 例 え ば 、 ベ ー ス タ イ ト グ ラ ウ ト Q-EX(秩 父 コ ン ク リ ー ト 工 業

株 式 会 社 製 造 )な ど が 適 し て い る 。 ベ ー ス タ イ ト グ ラ ウ ト Q-EXは 、 超 速 硬 セ メ ン ト を ベ ー

ス に 各 種 混 和 剤 を プ レ ミ ッ ク ス し た 、 超 速 硬 型 無 収 縮 モ ル タ ル で あ り 、 短 時 間 で 所 定 の 強

度 が 得 ら れ る 。 ま た 、 充 填 性 が 高 く 、 流 動 性 な ど に も 優 れ て い る 。 な お 、 ベ ー ス タ イ ト グ
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ラ ウ ト Q-EXの 標 準 配 合 と 物 性 値 は 、 表 1と 図 10に 示 す 通 り で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

【 表 １ 】

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 既 設 壁 高 欄 を 下 端 部 よ り 水 平 に 切 断 し て 撤 去 し た 後 、 床 版 部 側 の 切 断

面 に 後 施 工 ア ン カ ー を 設 置 し て プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 を 取 り 付 け る た め の ア ン カ ー と す る こ

と に よ り 、 切 断 面 の 斫 り 工 事 を 省 力 す る こ と が で き 、 既 設 壁 高 欄 の プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 へ

の 取 り 換 え に よ る 更 新 を き わ め て 短 時 間 で か つ 容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 斫 り 工 事 に 伴 う 騒 音 の 発 生 や コ ン ク リ ー ト 粉 じ ん の 飛 散 な ど に よ っ て 周 辺 環 境 や

労 働 環 境 に 悪 影 響 を も た ら す 問 題 も 解 消 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

【 図 １ 】 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 に 取 り 換 え る こ と に よ っ て 急 速 更 新 さ れ た 既 設 道 路 橋 を 図 示

し た も の で あ り 、 図 1(a)は 橋 軸 直 角 方 向 の 一 部 縦 断 面 図 、 図 1(b),(c)は そ れ ぞ れ 図 1(a)に

お け る イ － イ 線 、 ロ － ロ 線 の 一 部 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 後 施 工 ア ン カ ー の 一 例 で あ る 拡 底 ア ン カ ー を 図 示 し た も の で あ り 、 図 2(a)は そ の

設 置 状 態 を 示 す 図 1(a)に お け る ハ 部 拡 大 図 、 図 2(b)は そ の 構 成 部 品 を 示 す 側 面 図 、 図 2(c)

は 図 2(b)に お け る 二 － 二 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 後 施 工 ア ン カ ー の 変 形 例 で あ る 拡 底 ア ン カ ー を 図 示 し た も の で あ り 、 図 3(a)は そ

の 設 置 状 態 を 示 す 図 1(a)に お け る ハ 部 拡 大 図 、 図 3(b)は そ の 構 成 部 品 を 示 す 側 面 図 、 図 3(

c)は 図 3(b)に お け る ホ － ホ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 拡 底 ア ン カ ー の 棒 状 部 材 と Ｌ 形 鉄 筋 と の 接 合 構 造 を 図 示 し た も の で あ り 、 図 4(a)

は 側 面 図 、 図 4(b)は 平 面 図 、 図 4(c)は 図 4(a)に お け る ヘ － ヘ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 補 強 鉄 筋 の 一 例 を 図 示 し た も の で あ り 、 図 5(a),(b),(c),(d)は そ れ ぞ れ Ｌ 形 鉄 筋

、 リ ッ プ 付 き Ｌ 形 鉄 筋 、 Ｕ 形 鉄 筋 、 円 弧 形 鉄 筋 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 図 示 し た も の で あ り 、 急 速 更 新 さ れ た 既 設 道 路 橋 の 橋 軸

直 角 方 向 の 一 部 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 橋 軸 方 向 に 隣 接 す る プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 ど う し の 接 合 部 を 図 示 し た も の で あ り 、

図 7(a)は 接 合 前 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 、 図 7(b)は 接 合 後 の 状 態 を 示 す 横 断 面 図 、 図 7(c)は 接

合 後 の 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 施 工 手 順 を 図 示 し た も の で あ り 、 図 8(a)は 更 新 前 の 既 設 道 路 橋 の 橋 軸 直

角 方 向 の 一 部 縦 断 面 図 、 図 8(b)は 既 設 壁 高 欄 を 切 断 撤 去 し た 後 の 既 設 道 路 橋 の 橋 軸 直 角 方

向 の 一 部 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 施 工 手 順 を 図 示 し た も の で あ り 、 図 9(a)は 床 版 部 の 切 断 面 に 拡 底 ア ン カ

ー を 設 置 し た 状 態 の 橋 軸 直 角 方 向 の 一 部 縦 断 面 図 、 図 9(b)は 拡 底 ア ン カ ー に 補 強 鉄 筋 を 接

合 し て 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 を 形 成 し た 状 態 の 橋 軸 直 角 方 向 の 一 部 縦 断 面 図 、 図 9(c)は 床 版

部 の 切 断 面 に プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 を 設 置 し た 状 態 の 橋 軸 直 角 方 向 の 一 部 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 ベ ー ス タ イ ト グ ラ ウ ト Q-EXの 物 性 値 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 図 10(a),(b)は そ れ

ぞ れ 初 期 圧 縮 強 度 、 長 期 圧 縮 強 度 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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【 図 １ １ 】 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 を 用 い て 既 設 壁 高 欄 を 更 新 す る 従 来 工 法 の 施 工 手 順 を 図 示

し た も の で あ り 、 図 11(a)～ (d)は 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 1～ 図 5は 、 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 へ の 取 り 替 え に よ っ て 更 新 さ れ た 、 既 設 道 路 橋 の 壁 高

欄 を 図 示 し た も の で あ る 。 図 に お い て 、 道 路 床 版 部 1の 既 設 壁 高 欄 が 切 断 撤 去 さ れ た 切 断

面 の 上 に プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2が 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2は 床 版 部 １

の 橋 軸 方 向 に 互 い に 隣 接 し て 設 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2は 、 床 版

部 1の 切 断 面 の 上 に 接 合 さ れ 、 か つ 橋 軸 方 向 に 互 い に 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 床 版 部 1と 各 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2と の 接 合 部 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る と 、 床 版 部 1の

既 設 壁 高 欄 の 切 断 面 に 複 数 の 拡 底 ア ン カ ー (後 施 工 ア ン カ ー )3が 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 拡 底 ア ン カ ー 3は 、 定 着 穴 4内 に 穴 の 底 か ら 順 に 挿 入 さ れ た く さ び 5お よ び 拡 径 ス リ ー ブ 6

と 、 当 該 拡 径 ス リ ー ブ 6を 貫 通 し 、 く さ び 5に 連 結 さ れ た 棒 状 部 材 7と を 備 え 、 床 版 部 １ の

橋 軸 直 角 方 向 に 所 定 間 隔 を お い て 少 な く と も 2本 設 置 さ れ 、 ま た 橋 軸 方 向 に 所 定 間 隔 お き

に 複 数 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 拡 径 ス リ ー ブ 6は 、 床 版 部 １ の 切 断 面 に 形 成 さ れ た 定 着 穴 4内 に 内 接 す る 外 径 の 円 筒 形 状

に 形 成 さ れ 、 か つ 管 軸 方 向 の ほ ぼ 中 間 部 よ り 下 方 部 分 6aが 上 方 部 分 6bよ り 厚 く 形 成 さ れ 、

高 い 剛 性 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 拡 径 ス リ ー ブ 6の 下 方 部 分 6aに は 、 管 軸 方 向 に 連 続 す る 複 数 の ス リ ッ ト 6cが 円 周

方 向 に 等 間 隔 に 形 成 さ れ 、 各 ス リ ッ ト 6c,6c間 が 管 軸 方 向 の 中 間 部 を 軸 に 定 着 穴 4の 穴 壁 側

に 変 形 し て 拡 径 す る 拡 径 部 8を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 く さ び 5は 、 定 着 穴 4内 に 内 接 す る 外 径 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 内 周 が 管 軸 方 向 に 貫 通 す

る ね じ 孔 に な っ て い る 。 ま た 、 管 軸 方 向 の ほ ぼ 中 間 部 よ り 上 方 部 分 が 、 上 端 方 向 に 徐 々 に

小 径 と な る 円 錐 形 状 の テ ー パ 部 5aを 形 成 し て い る 。 そ し て 、 ね じ 孔 に 棒 状 部 材 7の 先 端 部

を 螺 合 す る こ と に よ り 棒 状 部 材 7の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 棒 状 部 材 7は ネ ジ フ シ 鉄 筋 な ど か ら 形 成 さ れ 、 外 周 面 に 材 軸 方 向 に 連 続 す る 雄 ね じ が 形

成 さ れ て い る 。 ま た 、 棒 状 部 材 7の 先 端 側 は 拡 径 ス リ ー ブ 6を 貫 通 し 、 く さ び 5の ね じ 孔 と

螺 合 し 、 か つ 拡 径 ス リ ー ブ 6お よ び く さ び 5と 共 に 床 版 部 1の 定 着 穴 4内 に 挿 入 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 そ し て 、 拡 径 ス リ ー ブ 6を 定 着 穴 4の 底 部 に 強 く 打 ち 込 む こ と に よ り 、 棒 状 部 材 7の 先 端

側 が 拡 径 ス リ ー ブ 6に よ っ て 定 着 穴 4内 に 強 固 に 定 着 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 拡 径 ス リ ー ブ

6を 定 着 穴 4の 底 部 に 強 く 打 ち 込 む こ と に よ り 、 拡 径 ス リ ー ブ 6の 下 方 部 分 6aの 各 ス リ ッ ト 6

c,6c間 (拡 径 部 8)が 、 く さ び 5の テ ー パ 部 5aに よ っ て 定 着 穴 4の 内 壁 に 食 い 込 む よ う に 押 し

広 げ ら れ る こ と で 、 棒 状 部 材 7の 先 端 側 が 定 着 穴 4内 に 定 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 な お 、 棒 状 部 材 7と 定 着 穴 4の 周 壁 間 に 、 棒 状 部 材 7の 定 着 部 分 の 錆 び 付 き を 防 止 す る た

め の グ ラ ウ ト 材 9(モ ル タ ル 等 )が 充 填 さ れ て い る 。 ま た 、 棒 状 部 材 7は 、 棒 鋼 (丸 鋼 )の 先 端

部 に く さ び ５ の ね じ 孔 に 螺 合 さ れ る 雄 ね じ を 形 成 し た も の で も よ い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 さ ら に 、 拡 径 ス リ ー ブ 6の 打 ち 込 み に は 、 棒 状 部 材 7よ り 長 く 、 か つ 拡 径 ス リ ー ブ 6と ほ

ぼ 同 じ 内 径 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ た 打 込 み 治 具 ａ が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 こ の よ う に し て 床 版 部 1の 切 断 面 に 定 着 さ れ た 各 棒 状 部 材 7の 上 端 部 に 補 強 鉄 筋 と し て Ｌ

形 鉄 筋 10が 接 合 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】

　 Ｌ 形 鉄 筋 10は 、 棒 状 部 材 7の 上 端 よ り 上 方 に 所 定 長 さ 伸 び る 垂 直 部 10aと 垂 直 部 10aの 上

端 部 よ り 橋 軸 直 角 方 向 に 所 定 長 さ 伸 び る 水 平 部 10bと か ら 略 Ｌ 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ

し て 、 各 Ｌ 形 鉄 筋 10の 垂 直 部 10aが 棒 状 部 材 7の 上 端 部 に 接 合 さ れ 、 水 平 部 10bが 橋 軸 直 角

方 向 に 隣 り 合 う も の ど う し 、 ほ ぼ 同 一 平 面 内 で 橋 軸 方 向 に 互 い に 重 ね 合 わ せ ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 こ れ に よ り 、 既 設 壁 高 欄 の 撤 去 さ れ た 床 版 部 １ の 切 断 面 上 に 、 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内

で ほ ぼ 矩 形 状 に 閉 合 す る 複 数 の 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 11が 橋 軸 方 向 に 所 定 間 隔 お き に 配 筋 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 な お 、 Ｌ 形 鉄 筋 10は 棒 状 部 材 7と 同 じ ネ ジ フ シ 鉄 筋 や 異 形 棒 鋼 な ど か ら 形 成 さ れ て お り

、 ま た 、 Ｌ 形 鉄 筋 10に 代 え て 図 5(b),(c),(d)に 図 示 す る よ う な リ ッ プ 付 き Ｌ 形 鉄 筋 や Ｕ 形

鉄 筋 、 或 い は 円 弧 形 鉄 筋 な ど が 使 用 さ れ る こ と が あ る 。 符 号 10cは 、 水 平 部 10bの 先 端 部 か

ら 斜 め 下 方 前 方 に 突 設 さ れ た リ ッ プ 片 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 示 す る よ う な リ ッ プ 付 き Ｌ 形 鉄 筋 や Ｕ 形 鉄 筋 は 、 先 端 部 分 (リ ッ プ 片 )を プ レ キ ャ ス ト

壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手 の 形 状 に 添 わ せ た も の で あ り 、 ル ー プ 継 手 の 形 状 を 床 版 部 側 と 壁 高 欄

側 を 一 致 さ せ る こ と で 、 ル ー プ 継 手 と し て の 力 学 的 挙 動 を う ま く 伝 達 で き る も の と し た も

の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 Ｌ 形 鉄 筋 10を 棒 状 部 材 7の 上 端 部 に 接 合 す る 方 法 と し て 、 金 属 製 ス リ ー ブ に よ る 機 械 式

継 手 や 機 械 式 重 ね 継 手 が 用 い ら れ 、 こ こ で は 、 特 に OSフ ー プ ク リ ッ プ 継 手 が 採 用 さ れ て い

る (図 4(a),(b),(c)参 照 )。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 OSフ ー プ ク リ ッ プ 継 手 に よ る 接 合 の 場 合 、 継 手 ス リ ー ブ 12に 棒 状 部 材 7の 上 端 部 と Ｌ 形

鉄 筋 10の 垂 直 部 10aの 下 端 部 を 上 下 か ら そ れ ぞ れ 挿 入 し 互 い に 重 ね 合 わ せ 、 か つ 継 手 ス リ

ー ブ 12の 外 側 か ら 棒 状 部 材 7と Ｌ 形 鉄 筋 10と の 重 ね 合 わ せ 部 (棒 状 部 材 7の 上 端 部 と Ｌ 形 鉄

筋 10の 垂 直 部 10aと の 間 )に ピ ン 13を 圧 入 す る こ と に よ り 各 棒 状 部 材 7の 上 端 部 に Ｌ 形 鉄 筋 1

0が 接 合 さ れ て い る (図 4(a)～ (c)参 照 )。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 な お 、 図 3に 図 示 す る よ う に 、 棒 状 部 材 7を 例 え ば 略 Ｌ 形 状 に 形 成 し て 、 そ れ 自 体 を Ｌ 形

鉄 筋 10と し て 用 い る こ と で 、 棒 状 部 材 7と Ｌ 形 鉄 筋 10と の 接 合 を 省 略 す る こ と が で き 、 プ

レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 へ の 更 新 を よ り 短 時 間 で 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま た 、 図 3に 図 示 す る 形 状 の 棒 状 部 材 7を 切 断 面 の 定 着 穴 4内 に 打 ち 込 む に は 、 図 示 す る

よ う な 打 込 み 冶 具 ｂ が 用 い ら れ る 。 打 込 み 冶 具 ｂ は 拡 径 ス リ ー ブ 6と ほ ぼ 同 じ 内 径 の 円 筒

形 状 に 形 成 さ れ 、 か つ 側 部 に 棒 状 部 材 7の 湾 曲 部 を 回 避 す る た め の ス リ ッ ト ｃ が 管 軸 方 向

の 下 端 部 よ り 上 端 方 向 に 一 定 長 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の よ う に し て 複 数 の 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 11が 配 筋 さ れ た 切 断 面 の 上 側 に 、 プ レ キ ャ ス

ト 壁 高 欄 2が 橋 軸 方 向 に 互 い に 隣 接 し て 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 各 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2の 下 端 部 に 橋 軸 直 角 方 向 に 拡 幅 す る 拡 幅 部 2aが 橋 軸 方 向 に 連 続

し て 形 成 さ れ 、 ま た 、 各 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2の 下 端 面 に 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内 で ほ ぼ

矩 形 状 に 閉 合 す る 複 数 の 壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手 14が 配 筋 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手 14は 、 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 9と 橋 軸 方 向 に 交 互 に ラ ッ プ さ れ 、 ま た

、 床 版 部 1側 の 切 断 面 と 各 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2の 下 端 面 と の 間 に 、 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 11

と 壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手 14を 内 包 す る よ う に モ ル タ ル 充 填 空 間 15が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て

、 当 該 モ ル タ ル 充 填 空 間 15内 に 超 速 硬 モ ル タ ル 16が 充 填 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】

　 超 速 硬 モ ル タ ル 16と し て は 、 例 え ば 、 ベ ー ス タ イ ト グ ラ ウ ト Q-EX(秩 父 コ ン ク リ ー ト 工

業 株 式 会 社 製 造 )な ど が 適 し て い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 以 上 の 構 成 に よ り 、 既 設 壁 高 欄 が 切 断 撤 去 さ れ た 床 版 部 1の 切 断 面 の 上 に プ レ キ ャ ス ト

壁 高 欄 2が 一 体 的 に 接 合 し て 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 6は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 図 示 し た も の で あ り 、 橋 軸 直 角 方 向 に 隣 接 す る 拡 底 ア

ン カ ー 3,3間 に 中 間 拡 底 ア ン カ ー 17を 設 置 し 、 当 該 中 間 拡 底 ア ン カ ー 17に 中 間 Ｌ 形 鉄 筋 18

を 接 合 す る と 共 に 、 当 該 中 間 Ｌ 形 鉄 筋 18を 橋 軸 直 角 方 向 の 両 側 に 隣 接 す る Ｌ 形 鉄 筋 10と ラ

ッ プ さ せ て 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内 で 複 数 の 矩 形 状 に 閉 合 す る 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 11と し

た も の で あ る 。 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 床 版 部 １ の 切 断 面 に 橋 軸 直 角 方 向 に 複 数 の ル ー プ

継 手 が 形 成 さ れ る こ と で 、 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2を 床 版 部 １ の 上 に よ り 強 固 に 接 合 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 な お 、 橋 軸 方 向 に 隣 接 す る プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2,2間 は 、 図 7(a)～ (b)に 図 示 す る よ う な

構 成 に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。 簡 単 に 説 明 す る と 、 一 方 の プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2の 接 合 端

面 に 凹 溝 19が 形 成 さ れ 、 他 方 の プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2の 接 合 端 面 に Ｔ 字 状 の 凸 継 手 20が 突

設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 そ し て 、 凹 継 手 19内 に 凸 継 手 20の ウ ェ ブ 部 20aが 挿 入 さ れ 、 か つ 凹 継 手 19内 の ウ ェ ブ 部 2

0aの 周 囲 に 超 速 硬 化 モ ル タ ル 16が 充 填 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 施 工 手 順 を 説 明 す る 。

(1)最 初 に 、 既 存 の 壁 高 欄 21を 撤 去 す る 。 既 存 の 壁 高 欄 21は 床 版 部 1の 床 版 面 1aま た は 床 版

面 1aの や や 上 で ほ ぼ 水 平 に 切 断 し て 除 去 す る (図 8(a)参 照 )。

【 ０ ０ ５ ６ 】

(2)次 に 、 床 版 部 1の 切 断 面 に 拡 底 ア ン カ ー 3を 定 着 す る た め の 定 着 穴 4を 形 成 す る 。 定 着 穴

4は 橋 軸 直 角 方 向 に 所 定 間 隔 を お い て 少 な く と も 2個 、 橋 軸 方 向 に 所 定 間 隔 お き に 複 数 形 成

す る (図 8(b)参 照 )。 な お 、 定 着 穴 4の 内 径 と 深 さ お よ び 設 置 間 隔 は 、 拡 底 ア ン カ ー 3の 外 径

寸 法 や 設 置 後 の プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2に 作 用 す る 衝 撃 荷 重 な ど を 参 酌 し て 決 定 す る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

(3)次 に 、 各 定 着 穴 4内 に 拡 底 ア ン カ ー 3を 設 置 す る 。 拡 底 ア ン カ ー 3は 、 棒 状 部 材 7の 先 端

に 拡 径 ス リ ー ブ 6と く さ び 5を 先 付 け し て 定 着 穴 4内 に 挿 入 す る 。 そ し て 、 打 込 み 治 具 ａ を

用 い て 拡 径 ス リ ー ブ 6を 定 着 穴 4の 底 に 強 く 打 ち 込 む こ と に よ り 、 棒 状 部 材 7を 床 版 部 １ の

切 断 面 に 定 着 す る (図 9(b)、 図 2(a)、 (b)参 照 )。

【 ０ ０ ５ ８ 】

(4)次 に 、 各 棒 状 部 材 7の 上 端 部 に Ｌ 形 鉄 筋 10を 接 合 す る 。 す な わ ち 、 橋 軸 直 角 方 向 に 隣 接

す る 各 棒 状 部 材 7,7の 上 端 部 に 接 合 さ れ る Ｌ 形 鉄 筋 10,10の 水 平 部 10b,10bを 橋 軸 直 角 方 向

の 鉛 直 面 内 で ラ ッ プ さ せ る と 共 に 、 垂 直 部 10a,10aの 下 端 部 を 各 棒 状 部 材 7,7の 上 端 部 に 接

合 す る (図 10(b)、 図 1(b)参 照 )。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 各 棒 状 部 材 7と Ｌ 形 鉄 筋 10と の 接 合 は 、 継 手 ス リ ー ブ 12と ピ ン 13に よ る OSフ ー プ ク リ ッ

プ 継 手 に よ っ て 行 う 。 す な わ ち 、 継 手 ス リ ー ブ 12に 棒 状 部 材 7の 上 端 部 と Ｌ 形 鉄 筋 10の 垂

直 部 10aの 下 端 部 を そ れ ぞ れ 挿 入 し 、 継 手 ス リ ー ブ 12内 で 互 い に 重 ね 合 わ せ る 。

　 そ し て 、 継 手 ス リ ー ブ 12の 側 面 部 に 形 成 さ れ た ピ ン 孔 12aか ら 棒 状 部 材 7の 上 端 部 と Ｌ 形

鉄 筋 10の 垂 直 部 10aと の 間 に ピ ン 13を 圧 入 す る (図 4(a)～ (c)参 照 )。 こ れ に よ り 、 床 版 部

１ の 切 断 面 上 に 、 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内 で 矩 形 状 に 閉 合 す る 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 11を 配

筋 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】
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(5)次 に 、 床 版 部 1の 切 断 面 の 上 側 に プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2を 橋 軸 方 向 に 互 い に 隣 接 さ せ て

設 置 す る と 共 に 、 各 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2の 下 端 面 に 橋 軸 直 角 方 向 の 鉛 直 面 内 で 矩 形 状 に

閉 合 す る よ う に 配 筋 さ れ た 複 数 の 壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手 14を 床 版 部 側 ル ー プ 継 手 11と 橋 軸 方

向 に 交 互 に ラ ッ プ さ せ る 。

　 ま た 、 床 版 部 1の 切 断 面 と 各 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2の 下 端 面 と の 間 に 床 版 部 側 ル ー プ 継 手

11お よ び 壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手 14を 内 包 す る モ ル タ ル 充 填 空 間 15を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

(6)次 に 、 床 版 部 1と プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 2間 の 両 側 に モ ル タ ル 充 填 空 間 15を 両 側 か ら 塞 ぐ

よ う に コ ン ク リ ー ト 型 枠 (図 省 略 )を 設 置 す る 。 そ し て 、 モ ル タ ル 充 填 空 間 15内 に 超 速 硬 モ

ル タ ル 16を 充 填 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 以 上 の 施 工 手 順 に よ っ て 、 RC構 造 ま た は PC構 造 か ら な る 既 設 道 路 橋 の 床 版 部 に 設 置 さ れ

た 既 設 壁 高 欄 を 新 規 の プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 に 取 り 換 え る こ と に よ り 既 設 壁 高 欄 の 更 新 を 短

時 間 で か つ 容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 橋 な ど に 設 置 さ れ て い る 既 設 壁 高 欄 の 更 新 を プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄 に 取 り

換 え る こ と に よ っ て 既 設 壁 高 欄 の 更 新 を 短 時 間 で か つ 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 1　 既 設 道 路 橋 の 床 版 部

　 2　 プ レ キ ャ ス ト 壁 高 欄

　 3　 拡 底 ア ン カ ー (後 施 工 ア ン カ ー )

　 4　 定 着 穴

　 5　 く さ び

　 5a　 テ ー パ 部

　 6　 拡 径 ス リ ー ブ

　 6a　 下 方 部 分

　 6b　 上 方 部 分

　 6c　 ス リ ッ ト

　 7　 棒 状 部 材

　 8　 拡 径 部

　 9　 グ ラ ウ ト 材

　 10　 Ｌ 形 鉄 筋 (補 強 鉄 筋 )

　 10a　 垂 直 部

　 10b　 水 平 部

　 11　 床 版 部 側 ル ー プ 継 手

　 12　 継 手 ス リ ー ブ

　 13　 ピ ン

　 14　 壁 高 欄 側 ル ー プ 継 手

　 15　 モ ル タ ル 充 填 空 間

　 16　 超 速 硬 モ ル タ ル

　 17　 中 間 拡 底 ア ン カ ー

　 18　 中 間 Ｌ 形 鉄 筋 (補 強 鉄 筋 )

　 19　 凹 継 手

　 20　 凸 継 手

　 20a　 ウ ェ ブ 部
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